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2

3

▲の色を合わせ、①②③の順に接着

表面が外側

表面が外側

このラインを基準に接着

「合せ目」のラインが真後ろ

合せ目は真後ろにし、
「合せ目」ラインに合わせる

合せ目の位置を合わせる

丸みをつける丸みをつける

差し込んで接着

差し込んで接着

差し込んで接着

接合面にボンドを塗る

筒を穴に差し込んで
のりしろを接着

断面接着

真後ろの位置にくるよう接着
（合せ目位置の真上）

真後ろの位置にくるよう接着

断面接着

3-a

2-a

2-b

3-a

4-a

4-b

4-ｃ

1-b
1-a

②

②

②

③

③

④

①

①①

①　差し込んで接着
②　のりしろを内側に接着
③④　▲を合わせて接着

12-c

12-a

12-b 11-a

11-b

11-c

11-d

8-a

8-b

8-c

8-d

L

R

9-a

断面接着

9-b

9-c

同様に、10-a、10-b、10-c で
「R」側を作る

裏側へ折る

7-a

7-b

表面が外側

http://papermodel.jp/艦橋模型（1/144）

発着艦指揮所

九一式高射装置4.5メートル高角測距儀

羅針艦橋

ペーパーモデル

差し込んで接着

差し込んで接着

■　用意する道具
デザインナイフ、または細工用カッター。　木工用ボンド（速乾推奨）、またはGボンドクリアー。ボンドをのりしろに
塗るための爪楊枝、折り線をなぞる鉄筆、またはインクの切れたボールペン等。刃先をヤスリで潰し切れなくしたカッター
ナイフでも可。  カッティングマット、ピンセット。

■　組立て作業のコツ
あせらずに、のんびりと組立てを楽しむ余裕が最大のコツです。　型紙を切り取ってからも、接着前に仮組みし、
手順をよく検討してください。　ボンドは丁寧にすばやく塗り、貼り合わせてからしばらく指で押さえておくと
しっかりと接着できます。　万一、多少ボンドがはみ出しても乾けば透明になりますので、あせってふき取らない
ようにしましょう。　印刷面が汚れやすくなってしまいます。　■　組立てを始める前に

まず、型紙と組立説明書をじっくりと見て、形状と組立手順を理解しておきましょう。　気がついたことは余白の部分に
書いておきましょう。  精密感を出すために山折り谷折り指示の点線は使用していませんのでご注意ください。
型紙を切り取る前にコピーをとっておくと便利です。　またカッターを入れる前に、鉄筆などで折り目を軽くなぞって
おくと便利です。　鉄筆は手芸店などで、トレーサーという名称のものが購入できます。

組 立説明書
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丸みをつける

丸みをつける

断面接着

6-c

6-a

6-b

13-a

13-b

5

この部分は差し込むだけ

目安位置に貼る

竹ひごのような細い棒に
巻きつけ、巻き癖を付けておく

目安位置に貼る

目安位置に貼る

スポンソンが水平に
なる位置で接着

溝に差し込む

13-d

13-e13-c

表面が外側

下向きに折る

表面が外側

13-f

14-a

14-b

14-c

14-d

目安位置に貼る

差し込む（接着はしない）

断面接着

断面接着

断面接着

断面接着

断面接着

断面接着

断面接着

断面接着

断面接着

双眼望遠鏡

2キロ信号灯

前方

断面接着

これを2個つくります

これを11個つくります

21-a

21-b
21-c

21-d

断面接着

②

②

①

①

15-a

15-b

15-c

15-d

15-e

15-f

15-g

20-a 20-b20-c

20-d

22

16-a

16-b

前方

前方

60センチ信号灯

60センチ信号灯

60センチ信号灯

双眼望遠鏡

双眼望遠鏡

双眼望遠鏡

底面を接着

信号桁 1.5 メートル測距儀

前部スポンソン

艦橋底面

前部スポンソン

探照灯用スポンソン

方位測定器用ループアンテナ

方位測定器用ループアンテナ

方位測定器用ループアンテナ

60センチ探照灯

防空指揮所

60センチ探照灯

60センチ探照灯

1.5 メートル測距儀

2キロ信号灯

双眼望遠鏡

防空指揮所層
60センチ探照灯

1.5 メートル測距儀

発着艦指揮所

羅針艦橋

◆パーツ取付詳細位置

23

内側に折り込む（補強梁になります）

18-a

18b

19-a

19-b

探照灯用スポンソン

差し込んで接着

差し込んで接着差し込んで接着
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26（裏面）

32

33 34

55

56

丸みをつける

内側に折り込む（補強梁になります）

外側に引き出す ②

②

③

④

①

①

①

①　差し込んで接着
②　①を接着してから接着

①　船体を 22に接着（ボンドは
船体側に塗るとよいです）
①を接着してから②③④を接着

35～ 49 を作る

底蓋を接着

35

36

49
27

38
444546

47

48

43 42
41

40 39

37

船体

甲板梁
このラインを基準に接着

51

52

57

50-a

50-b

58
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※飛行甲板は後方に向け傾斜がついていますが、実艦も同じ構造で、それを再現したものです。



30-b

29-b

53

25 24

32

54

30-a

30-c

30-d

30-e
断面接着

断面接着

断面接着

合せ目が後

断面接着
これを2個つくります

これを2個つくります

断面接着

4.5メートル高角測距儀

信号旗マスト 国際信号旗 旭日旗

黒い丸が
シャッター側に
なります

溝に差し込む

方位測定器用ループアンテナ

人員救助網支柱基部

31-a

29-a

29-c

28-a

28-b
31-b

31-c
31-d

竹ひごのような
細い棒に巻きつけ、
巻き癖を付けておく

表面が外側

↑旗が上図の配置に
なるようにつくる

旗が風ではためいている
ような形に癖をつけると
雰囲気がでます

本ペーパーモデル「赤城・艦橋模型」には、同サイズの零式艦上戦闘機の
ペーパーモデル 1 機が付属しています。別紙の組立説明書をよく読んで、
組立ててください。

旗紐の部分同士を接着

②

③

④①

①　マスト支柱をマストの目安位置に合わせ接着
②　信号旗パーツをマストの目安位置に合わせ接着
③　旭日旗の上部をマストにトップに巻きつけるように接着し
④　旭日旗の下部を、マスト支柱の横軸に接着

短い方が上

艦橋より先に接着

断面接着

甲板の裏に接着

断面接着

30-f

http://papermodel.jp/

完成図
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丸みをつける

翼の両端も接着

端も接着

この部分も接着

のりしろを裏側に
折り込む

のりしろを折り込む

①　水平尾翼をはめ込む
②　垂直尾翼をはめ込む

①　アンテナ柱をボディに接着
②　キャノピーの穴にアンテナ柱を通し
　　目安位置に接着

翼の中央が膨らんでいるイメージ

ここにボンドをつけ、翼を閉じる前に
穴に通して接着しておく

1の筒内に2を差し入れ、半分の位置で接着

このラインまで入れる

合せ目は下になる
2と同じ要領で4を接着

5、6を接着

ボディを接着してから、7.7mm機銃の
部分を、目安位置に接着

長い方の裏面同士を接着

裏面同士を接着

裏面同士を接着

裏面同士を接着

裏面同士を接着

裏面同士を接着

のりしろに被せるように3を接着

この部分がのりしろになる

断面接着

断面接着

赤いラインがある方が前方

断面接着

断面接着

断面接着

断面接着

右主脚 左主脚

この線を合わせる

プロペラ

出っ張りが下になる

垂直尾翼に接着

丸みをつけておく

こうなる

丸みをつけておく

1

12

3

4
5 6

7

8 9
10

11
12

13
14

15
16

17

18

19

20

21
22

23

24

25

27

28
29

30
31

32

33

33

34

35

2
3

4 5
6

7

8

①

①

②

②

断面接着

後方が高い 後方が長い

断面接着

右主脚

左主脚

差し込む（接着はしない）

35

第一航空戦隊「赤城」搭載

零式艦上戦闘機
List of Imperial Japanese Navy Air Squadron ZEKEZERO FIGHTER Type 21 

二一型 ペーパーモデル
【1/144】

垂直尾翼

落下増槽

主脚カバー アンテナ柱

キャノピー
オイルクーラーダクト

主　翼

水平尾翼

ピトー管 

アンテナは前傾斜になる

組 立 説明書（真珠湾攻撃　第2次攻撃隊制空隊 第 1小隊2番機 木村惟雄一飛曹機） 完成図

完成！
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